
 
 
 
 
 
 
 

第４章 業務概要 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 



１ 事業推進担当 

1.1 庶務・企画 

(1) 所の庶務・維持管理 

(2) 川崎市環境総合研究所有識者懇談会・事業等連絡調整会議の開催 

(3) 研究所職員向け研修・研究発表の統括 

  ・環境総合研究所事業概要説明会（研究所新任者対象）（2023年４月４日） 

・安全衛生教育研修（2023年４月６日） 

  ・公用車（電気自動車）研修（2023年４月６日） 

  ・ガラス器具取扱講習会（2023年９月14日） 

  ・試薬取扱講習会（2023年９月26日） 

・高圧ガス保安講習会（2023年12月21日） 

(4) 研究所年報刊行、ホームページ管理 

 

1.2 協働推進業務 

(1) 研究所の調査研究事業に係る情報発信や地域における環境学習の支援等 

 研究所の調査研究事業に係る情報発信のため、環境セミナーをオンライン・オフラインのハイブリッド形式で開

催。2023年度は、第１回「気候変動の影響と適応」、第２回「川崎市の水環境の今」、第３回「産学公民連携共同研

究事業研究成果報告会」をテーマとして３回実施した。 

 また、地域における環境学習支援のため、動画コンテンツ（新規５本）のYouTube配信、環境教育・学習用教材

の貸出、研究所の研究施設等を活用した環境教育の実施、キングスカイフロント夏の科学イベント、キングスカイ

フロント施設見学会（川崎市制100周年プレ事業）への参加を行った。 

 

2023年度協働推進事業概要一覧 

No. 事業名 実施日 実施概要 
対象及び 

当日参加人数 

1 多摩川河口干潟観察会 6 月5 日 
東大島小学校５年生を対象とした、市民活動団体による多摩

川河口干潟観察会について、研究施設利用等の支援を実施 

小学5 年生 

45 名 

2 多摩川河口干潟観察会 6 月30 日 
平間小学校５年生を対象とした、市民活動団体による多摩川

河口干潟観察会について、研究施設利用等の支援を実施 

小学5 年生 

117 名 

3 
キングスカイフロント夏の科学イ

ベントへの参加 
8 月3 日 

小学生が科学に触れる機会の創出等のため、キングスカイ

フロント内近隣企業等が実施する「夏の科学イベント」に参加

し、熱中症予防対策に関する展示を実施 

児童・保護者 

37 名 

4 
キングスカイフロント施設見学

会（OPEN DAY） 
10 月10 日 

川崎市制100周年プレ事業としてキングスカイフロント内近隣

企業等が実施する「キングスカイフロント施設見学会（OPEN 

DAY）」に参加し、市内在住中学生を対象とした施設紹介や

環境教育を実施 

中学生 

5 名 

5 環境総合研究所環境セミナー 10 月11 日 
「気候変動の影響と適応」をテーマに、気候変動の影響とそ

の適応や風水害対策、自然に基づいた解決策を講義 

一般 

86 名 

6 環境総合研究所環境セミナー 11 月7 日 

「川崎市の水環境の今」をテーマに、多摩川の役割と外来種

問題を講義したほか、市内河川の水環境と水生生物、化学

物質等に係る調査研究内容を発表 

一般 

65 名 

7 環境総合研究所施設見学 11 月16 日 
高津高校２年生を対象に、調査研究に係る質疑、研究室見

学対応を実施 

高校2 年生 

7 名 

8 環境総合研究所施設見学 11 月24 日 
市内在住小学生（小学２～４年生）を対象に、藤崎こども文化

センター主催による研究室見学対応等を実施 

小学2～4 年生 

24 名 

9 環境総合研究所施設見学 2 月1 日 
多摩区廃棄物減量指導員連絡協議会を対象に、マイクロプ

ラスチックに関する講義、研究室見学対応を実施 

一般 

40 名 
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10 環境総合研究所施設見学 3 月8 日 
川崎高校附属中学校２年生を対象に、施設概要説明、研究

室見学対応を実施 

中学2 年生 

44 名 

11 環境総合研究所環境セミナー 3 月12 日 産学公民連携共同研究事業研究成果報告会 
一般 

54 名 

12 環境総合研究所施設見学 3 月28 日 
市内在住小学生の親子（小学３～４年生）を対象に、かわさき

エコ暮らし未来館主催による研究室見学対応を実施 

児童・保護者 

43 名 

 

(2) 教材の活用 

ア 環境学習用教材（燃料電池自動車等）の貸出 

イ 環境学習用冊子（「かわさき水辺の生きもの」（2023年度内容改訂）、「大切な大気のはなし」）等の配布 

 

(3) 川崎市制100周年（2024年）への対応 

ア 川崎市制100周年プレ事業として、川崎の発展や環境の歴史を振り返る動画を制作・公開 

 

1.3 国際展開・環境技術情報業務 

(1) 国連環境計画（UNEP）等との連携事業 

「第20回川崎国際エコビジネスフォーラム」の開催（2023年11月15日） 

(2) 環境技術情報の収集・発信 

ア 環境技術情報ポータルサイトの運営 

イ アーカイブスペースの管理・運営 

(3) 中国瀋陽市との連携・協力 

瀋陽市環境技術研修の実施に関する調整 

(4) 海外からの環境技術に関する視察・研修の受入れ 

2023 年度視察・研修受入数：ベトナム、インドネシア、フィリピン、南スーダン、コソボ、中国、バングラディ

シュ、ベリーズ、カメルーン、コスタリカ、コンゴ、ジャマイカ、マラウイ、タジキスタン、アルジェリア、バン

グラディシュ、ボスニアヘルツェゴビナ、メキシコ、タイの10件（98名）の視察・研修を実施 

 

1.4 国際連携・研究推進業務 
(1) 国際貢献の推進に向けた研究 

ア マレーシア国ペナン州におけるJICA草の根技術協力事業 

イ インドネシア共和国バンドン市・川崎市との都市間連携による低炭素都市形成支援事業 

ウ インドネシアにおける河川水質改善のための都市間連携事業 

エ 国際都市地域間協力事業（IURC） 

オ 海外都市における気候変動政策と健康上のコベネフィット推進のための研究プロジェクト 

(2) 環境施策に係る総合的な研究 

ア ナッジ理論による脱炭素施策・環境SDGsの推進についての研究 

 

２ 都市環境担当 

2.1 都市環境研究業務 

(1) 地球温暖化対策に関する調査研究 

市内の気温や降水量などの気候変動の現況に関する調査研究 

(2) ヒートアイランド現象に関する調査研究 

ア 市内の夏期及び冬期の気温分布に関する調査 

イ 熱中症救急搬送者の状況等のデータ解析 

ウ 気象の地域特性に関する解析調査 

エ  社会調査と環境実測による熱中症発生要因の特定とエアコンを含む実効的な対策の設計（共同研究者：東京大学） 

(3) みどりと環境に関する調査研究 

  ア 緑地・街路樹緑陰の暑熱緩和の実態調査 

  イ 緑地・街路樹緑陰のストレス軽減等の実態調査（東海大学との共同研究） 

 ウ 緑地内の森林の香り成分に関する調査研究 
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参画主体
（企業、研究機関、NPO等）

事

業

化

商

品

化

等

川 崎 市

アドバイザー

施

策

展

開

課題解決策の

蓄積・活用

地域社会への成果還元、環境改善、環境技術・環境研究の集積

共同研究

募集・審査・協議

共同研究事業研究分野設定（推進委員会）

技術力の向上

新たな技術開発

｢都市と産業の共生｣

実施計画の策定

委託契約又は協定締結

発展

フィールドや
知見の活用等

技術的知見や
専門的手法の
活用等

(4) 川崎市気候変動情報センターに係る事業 

 ア 高齢者を中心とした熱中症予防に係る普及啓発の実施 

(ｱ) ポスター掲示（川崎駅中央通路、ＪＲ武蔵溝ノ口駅南北自由通路、市内図書館等） 

(ｲ) チラシ回覧及び配架（町内会回覧、区役所・市民館・図書館等での配架等） 

(ｳ) 熱中症警戒アラート発表時における区役所や市民利用施設での看板掲出 

(ｴ) 普通ごみ収集車による広報 

(ｵ) 熱中症予防に関する出張講座、展示 

(ｶ) 熱中症予防に係る動画の作成及び放映 

  イ 「川崎市環境行政・温暖化対策推進総合調整会議幹事会・気候変動適応法改正に伴う熱中症対策検討ワーキング  

グループ会議」を設置し、庁内関係部署と熱中症特別警戒アラート及びクーリングシェルター等について検討 

ウ 気候変動影響・適応に関する情報収集、整理、分析を行い、情報発信の実施 

      (ｱ) 環境セミナーの開催 

      (ｲ) SNS等を活用した情報発信 

 エ 気候変動適応関東広域協議会（環境省関東地方環境事務所主催）に参加し、情報共有・意見交換の実施 

オ 地域気候変動適応センター定例会議（国立環境研究所主催）に参加し、情報共有・意見交換の実施 

 

2.2 他機関との共同調査・研究 

国立研究開発法人国立環境研究所と地方環境研究所等の共同研究（適応型） 

「気候変動による暑熱・健康等への影響に関する研究」 

 

2.3 産学公民連携業務 

(1) 環境技術産学公民連携共同研究事業 

2023年度の共同研究事業は、７件（公募型共同研究事業５件、連携型共同研究事業２件）を実施 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

環境技術産学公民連携共同研究事業の流れ 
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ア 公募型共同研究事業 

毎年度公募を行い、選定した研究テーマについて、委託事業として実施する共同研究事業 

(ｱ) 暑熱環境下の現場労働作業者の生体反応の解明とウェアラブルエアコンの暑さ対策と省エネ効果の検証 

（共同研究者：株式会社富士通ゼネラル 研究期間：2022年度～） 

気候変動による問題は、年々深刻化しており、過度な労

働現場における熱中症対策や脱炭素化に係る取組への対応

が急務になっている。本研究では、首に装着し頸動脈を冷や

すことができる身に着けるエアコン「ウェアラブルエアコ

ン」を実際の現場労働者に装着してもらい、作業時の生体反

応データや暑さの主観評価などを総合的に分析することで、

効果的な暑さ対策の検討や既存のエアコンの代替手段とし

ての「ウェアラブルエアコン」活用による電力削減量の検証

を行う。 

2023年度は、2022年度に実施した入江崎クリーンセンタ

ーの他、浮島処理センター及び市内企業において、猛暑環境

で実施された作業時の、被験者の生体反応データや主観評価

を収集し、基礎データを蓄積し、解析を行いました。また、ウェアラブルエアコンの使用により、エアコン設定

温度の変更での電力消費量の削減効果を検証し、脱炭素効果を検証しました。 

(ｲ) 再エネ×IoTを利用したクリーンモビリティによるＣＯ２削減に関する研究 

（共同研究者：株式会社サンオータス 研究期間：2022年度～） 

 市内の運輸部門における脱炭素を推し進めるた

め、次世代自動車等の導入促進や各インフラにおけ

る拠点整備等が急務となっている。本研究では、再

生可能エネルギーを由来とする電力を活用したＥＶ

カーシェア拠点を市内各地に設置し、「ＣＯ２排出量

の少ない交通手段の提供」と「次世代自動車の導入・

活用」を推し進める。さらに、本実証を通じて削減

されたＣＯ２の見える化を図る。 

2023年度は、2022年度に設置したLiSEのマルチモ

ビリティポート以外にも、市内にステーションの増

設の検討を行いました。 

(ｳ) 廃棄植物由来バイオプラスチックに関する技術実証 

（共同研究者：株式会社ヘミセルロース 研究期間：2023年度～） 
地球規模での資源・廃棄物制約や海洋プラスチックゴミ

問題が注目される中、バイオプラスチックの実用性向上に

よる、化石燃料由来プラスチックの代替促進が期待されて

います。  

本研究では、「未利用・廃棄植物由来バイオプラスチッ

ク樹脂」を開発し、石油由来プラスチック樹脂を代替する

ことで、CO2排出量を大幅に削減し、カーボン・ゼロを目指

す地球環境改善に貢献します。  

また「未利用・廃棄植物由来バイオプラスチック樹脂」

の土中及び海洋分解性をしっかりと示すことで、石油由来

製品からの代替の促進を目指します。 

2023年度は、市内で廃棄される植物からヘミセルロースを抽出する条件等の検討を行い、生分解性プラスチ

ック樹脂のサンプル作製を行いました。 

(ｴ) 分光凍結技術を駆使した川崎発の脱炭素藻類株の単離 

（共同研究者：株式会社シアノロジー 研究期間：2023年度～） 
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日本では2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロ

にすることが求められています。 

本研究では、二酸化炭素固定を行うことができる微細藻

類を川崎市から単離し、川崎市発の有用な微細藻類株を単

離します。淡水や海水、土壌に存在し、光合成を行うこと

で光エネルギーと二酸化炭素を利用し、バイオプラスチッ

ク原料や食用色素のもととなる微細藻類の分析、培養、駆

除、有効活用などを行うことを通して、脱炭素への寄与を

目指します。 

2023年度は市内で採取した環境水で、微細藻類株の培養方法の検討や、PCR・DNA配列解析を行いました。 

(ｵ) 社会調査と環境実測による熱中症発生要因の特定とエアコンを含む実効的な対策の設計 

（共同研究者：国立大学法人東京大学 研究期間：2023年度～） 
 気候変動による気温上昇が問題とされる中、高齢者の熱中

症対策は重要となっています。 

本研究においては、社会調査や環境実測を通じて、住居内

における熱中症に脆弱な人々や環境を特定し、気候変動への

適応に貢献します。また、住居内の暑熱環境の実測を通じて、

エアコンの適切な導入・運転を見出し、脱炭素への貢献をし

ていきます。 

2023年度は市内在住の高齢者を対象にアンケートを行い、

回答結果を集計し、統計解析を実施しました。 

 

イ 連携型共同研究事業 

多様な連携のスタイルに対応するため、2014 年度に「環境技術産学公民連携共同研究事業に係る申請及び実施

に関する要領」を改正し、新たに位置づけたフィールド提供を中心とした共同研究事業 

(ｱ) 皮膚ガスを指標とする「みどり」のストレス軽減効果に関する調査研究 

(共同研究者：学校法人東海大学 研究期間： 2023年４月～) 

街路樹や公園緑地などの「みどり＝（樹木）」

が日々の生活において重要な役割を担ってい

るが、その「みどり」がもたらすメリットは

何か、その効用はどの程度なのかを説明する

のは必ずしも容易でありません。 

「みどり」がもたらす効用としてヒトの健

康・快適性に着目し、その評価に生体試料と

して「皮膚ガス」を用いて検証を行い、得ら

れた科学的知見に基づき、多くの市民が改め

て「みどり」の価値を認識できることをめざ

します。 

2023年度はストレスを与えた被験者に対して、みどりにふれる前後での皮膚ガスの変化を調査し、解析を行

いました。 

(ｲ) 東扇島東公園周辺海域における生物相の調査及び海洋プラスチックごみや温暖化などの影響に関する調査 

（共同研究者：スナイプバレー合同会社 研究期間：2023年４月～） 
海の環境は、海洋プラスチックごみと温暖化の影響を受

け、大きく変化しているが、海の中という環境であるがゆ

えに、その実態が広く市民に知られていない現状です。 

東扇島人工海浜にて、潜水での海洋プラスチックごみの

実態把握や海洋温暖化による影響の調査等を実施し、環境

イベントや出前講座を通じて、広くその結果を発信し、身

近な海の魅力を伝えていくと共に市民に対して行動変容
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を促していきます。 

2023年度は定期的に東扇島東公園の人工海浜で調査を行い、海洋プラスチックごみの確認や、海中の植物や

動物の分布の調査を行いました。また、みなと祭り等で調査からわかったことを中心に環境教育を行いました。 

 

(2) 共同研究事業の情報発信 

ア 川崎国際環境技術展への出展 

 2023年11月15日・16日に開催された第16回川崎国際環境技術展へ出展し、産学公民連携事業の概要及び実施

中の共同研究事業の取組内容等について情報発信を行った。  

イ 環境セミナーの開催（再掲） 

 2024年３月12日に産学公民連携共同研究事業研究成果報告会を開催し、公募型５件、連携型１件の共同研究に

ついて市民へ情報発信を行った。 

ウ プラスチック関係の共同研究の情報発信等 

 2020年から2022年度まで東京理科大学との共同研究において、マイクロプラスチックの実態把握調査を行った。

2023 年度からは、株式会社ヘミセルロースとバイオプラスチックの技術開発、スナイプバレー合同会社と市民の

環境意識の醸成や行動変容につながる共同研究を行っている。また、清掃イベント「ゴミ拾い甲子園」や高津高等

学校が実施している清掃活動に参加し、ごみの分類調査を実施した。これらの成果の情報発信や普及啓発として、

海岸の砂からマイクロプラスチックを探し、万華鏡をつくるワークショップ等の環境学習を５件実施した。 

 

３ 環境研究担当 

3.1 大気環境研究業務 

(1) 光化学オキシダントに関する調査研究 

 ア 光化学オキシダント高濃度時等におけるVOC調査を市内１～４地点で20回実施 

 イ 光化学オキシダント高濃度現象の解析 

(2) PM2.5の成分分析に関する調査研究 

ア 微小粒子状物質（PM2.5）の成分分析を一般環境２地点、道路沿道１地点で４季節ごとに実施 

イ 微小粒子状物質（PM2.5）の成分分析結果から発生源寄与率を推定 

(3) 有害大気汚染物質等に関する調査研究 

ア 揮発性有機化合物95物質（オゾン層破壊物質及びフロン類代替物質を含む）及び多環芳香族炭化水素類３物質

のモニタリング調査を７地点（多環芳香族炭化水素は5地点）で年12回実施 

イ 有害大気汚染物質等モニタリング業務委託にて、揮発性有機化合物、多環芳香族炭化水素類、重金属類等の採取

及び重金属類等10物質の分析を４地点で年12回実施 

(4) アスベストに関する環境調査 

ア アスベストの一般環境調査を７地点で年１回実施 

イ 建屋解体に伴うアスベスト調査を１件、廃棄物処理施設等のアスベスト調査を１施設で実施 

(5) 酸性雨に関する調査 

  酸性雨に関する成分分析を1地点で年24回実施 

 

3.2 環境化学物質研究業務 

(1) 環境中の化学物質に関する調査研究 

ア 川崎市化学物質環境実態調査（研究所独自調査等） 

  大気３物質、水質２物質について、物質により大気８地点、河川７地点、海域３地点で実施 

イ 市内化学物質環境実態調査に向けた分析法検討 

(2) 化学物質による健康影響に係る環境リスク評価に関する調査研究 

ア 川崎市化学物質環境実態調査（リスク評価対象物質） 

  大気３物質を、それぞれの環境リスク評価対象地域において実施 

イ 大気拡散モデル等を用いたリスク評価 

  追加リスク評価４物質について実施 

(3) 水質汚濁に関する調査（地域環境・公害監視担当との共同調査） 

ア 工場・事業場排出水中のVOC調査 

  のべ31工場・事業場56検体の水質検査を実施 
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イ 汚染井戸継続調査及び土壌汚染地域周辺の地下水質調査（VOC） 

 １事業所４地点で実施 

(4) 市内ビッグモーター店舗前の植樹桝の土壌調査 

   株式会社ビッグモーターの市内３店舗のうち本市が管理する道路に面する２店舗の店舗前の街路樹について、植樹

桝の土壌調査を実施したところ、２地点とも、除草剤等に含まれる有効成分は検出されなかったが、１地点について、

除草剤有効成分以外の成分が検出された。 

 

3.3 他機関との共同調査・研究 

(1) 国立研究開発法人国立環境研究所と地方研究所等の共同研究（Ⅱ型） 

「公共用水域における有機-無機化学物質まで拡張した生態リスク評価に向けた研究」 

(2) 環境省受託化学物質環境実態調査（分析法開発及び環境調査） 

  初期及び詳細環境調査、並びにモニタリング調査の試料採取と分析（１物質）、分析法開発（１物質） 

(3) 関東地方大気環境対策推進連絡会 微小粒子状物質・オキシダント調査会議 

  関東地域における微小粒子状物質、光化学オキシダントの実態把握 

(4) 神奈川県公害防止推進協議会 PM2.5等対策検討部会 

県内における微小粒子状物質、光化学オキシダントの実態把握 

 

４ 地域環境・公害監視担当 

4.1 水環境調査研究業務 

4.1.1 水質汚濁防止対策業務 

(1) 工場・事業所排出水の水質調査 

工場・事業場の排出水に含まれる規制項目（VOCを除く）について、のべ116工場・事業場161検体の水質検査を

実施 

(2) 公共用水域水質測定等業務委託（測定計画等水質測定） 

2023年４月から2024年３月に市内河川及び海域で毎月１回程度採水し、河川25地点、海域12地点で測定を実施 

(3) 川崎市地下水質調査業務委託 

2023年10月から11月に市内井戸41箇所で環境基準項目等の測定を実施。また、2024年１月に環境基準値等を

超過した市内井戸８箇所で環境基準項目等の測定を実施 

 

4.1.2 生物学的調査研究業務 

(1) 水質汚濁及び生物多様性に関する調査研究 

ア 公共用水域における水質及び水生生物生息状況調査 

(ｱ) 川崎市親水施設水環境調査 

2023年４月から６月に、市内河川９地点で水質調査、うち３地点で生物調査を実施 

(ｲ) 公共用水域水質測定等業務委託（河川生物調査） 

2023年７月に、市内河川４地点で、魚類、底生生物等調査を実施 

(ｳ) 公共用水域水質測定等業務委託（海域の底質調査） 

2023年９月及び2024年２月に、川崎港２地点で、水質、底質、底生生物等調査を実施 

(ｴ) 川崎市海域生物調査業務委託 

2023年10月に川崎港２地点で、魚介類、稚仔魚及びプランクトン等の生息状況調査を実施 

イ 多摩川河口干潟における生物及び底質調査 

2024年２月に３地点で実施 

ウ 環境教育 

(ｱ) 夏休み水環境教室 

  2023年８月10日に地域環境共創課主催の夏休み水環境教室にて展示用生物の採捕及び参加者の採捕補助を

実施 

(ｲ) 多摩川教室 

  2023年7月27日～28日に開催された夏休み多摩川教室にて生物の採捕及び生物採捕補助、生物の解説を実

施 

(ｳ) 出前授業 
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  2023年９月14日に東住吉小学校にて出前授業を行い、生物の採捕、生物と水環境の講義を実施 

(ｴ) 川崎みなと祭り 

     2023年10月７日～８日に開催された第50回川崎みなと祭りにて生物の採捕及び講義を実施 

 

4.1.3 他機関との共同調査・研究 

(1) 国立研究開発法人国立環境研究所と地方研究所等の共同研究（Ⅱ型） 

「里海里湖流域圏が形成する生態系機能・生態系サービスとその環境価値に関する研究」 

(2) 国立研究開発法人国立環境研究所と地方研究所等の共同研究（Ⅱ型） 

「複数プライマーを用いた環境DNA底生動物調査手法の開発」 

(3) 国立研究開発法人国立環境研究所と地方研究所等の共同研究（Ⅱ型） 

「海域における気候変動と貧酸素水塊（DO）/有機物（COD）/栄養塩に係る物質循環との関係に関する研究」 

 

4.2 環境大気常時監視業務 

(1) 一般大気環境常時監視測定 

一般環境大気測定局９局での環境大気常時監視の実施 

(2) 道路沿道大気環境常時監視測定 

自動車排出ガス測定局９局での環境大気常時監視の実施 

(3) 常時監視機器、測定局の維持管理 

ア 測定局舎及び測定機器の維持・整備 

イ 測定結果等の情報提供の実施 

(4) 原子炉施設周辺及び市内の環境放射能調査 

ア 原子炉施設周辺の施設排水及び上水の放射能濃度調査 

イ 原子炉施設周辺の堆積物及び土壌の放射能濃度調査 

ウ 原子炉施設周辺の大気浮遊じん、定時降水及び月間降下物の放射能濃度調査 

エ 原子炉施設周辺の空間ガンマ線量率調査 

オ 原子炉施設周辺の放射線積算線量調査 

カ 市内における空間放射線量調査 

キ 市内における土壌の放射性物質濃度調査 

(5) ダイオキシン類環境調査 

大気（３地点、年２回）、公共用水域（河川・海域・底質）（それぞれ３地点、年１回）、地下水（５地点、年１回）、

土壌（３地点、年１回）におけるダイオキシン類調査 
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大気常時測定監視網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般環境大気測定局    2024年3月末現在         自動車排出ガス測定局       2024年3月末現在 

地 区 測定局名（設置場所）  地 区 測定局名（設置場所） 

大 師 大師（川崎区役所大師支所）  田 島 池上    （池上新田公園前） 

田 島 田島（田島支援学校）  川 崎 日進町   （都市機構川崎日進市街地住宅敷地内） 

川 崎 川崎（市役所第４庁舎）  川 崎 富士見公園 （富士見公園） 

幸 幸 （幸スポーツセンター）  幸 遠藤町   （御幸小学校） 

中 原 中原 （中原区役所地域みまもり支援センター）  中 原 中原平和公園（中原平和公園） 

高 津 高津（生活文化会館）  高 津 二子    （高津区役所道路公園センター） 

宮 前 宮前（宮前平小学校）  宮 前 宮前平駅前 （上下水道局管理地） 

多 摩 多摩（登戸小学校）  多 摩 本村橋   （本村橋） 

麻 生 麻生（弘法松公園）  麻 生 柿生    （麻生消防署柿生出張所） 

 

 

５ 苦情・事故等に伴う調査業務 

(1) 大気・水質・生物に係る苦情・事故等に伴う原因物質究明調査 

水質：環境局環境保全課から依頼のあった白濁水１件(１検体)、環境局環境対策推進課から依頼のあった事故発生

地点の平常時調査１件（５検体）の計２件６検体 
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(Tokyo bay  Highway)
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(Tokyo-Daishi-Yokohama Roadway)

東名高速道路
(Tomei Highway)
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(Kawasaki-Fuchu Roadway)
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(Tama Roadway)
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(Tokyo)
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(Kawasaki City)
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Research Institute)
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